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岡田龍
（埼玉大学大学院理工学研究科）

小島奈津子
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原国光
（広島修道大学人文学部）

松木泰裕
（東京学芸大学大学院教育学研究科）

※特派員の所属は2018年3月時点です。
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私
は
、
未
来
世
代
が
持
つ
べ
き
力

と
し
て
、
3
つ
の
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
①
自
分
の
ユ
ニ
ー
ク
な
力
を
知

り
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
社
会
に

参
加
す
る
力
、
②
自
分
と
は
異
な
る

他
者
を
受
け
入
れ
他
者
と
の
協
働
を

通
し
て
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
の

建
設
に
貢
献
す
る
力
、
③
ホ
ン
モ
ノ

の
生
き
た
世
界
の
生
き
た
問
題
に
対

し
て
、
諦
め
る
こ
と
な
く
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
に
と
り
く
む
力
、
だ
。

　
そ
の
た
め
に
、
教
育
者
が
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
は
な
ん
だ
ろ

う
。
何
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
が
発

す
る
問
い
や
好
奇
心
を
潰
さ
な
い
こ

と
だ
。
教
員
が
、
わ
か
っ
た
ふ
り
を

せ
ず
、
子
ど
も
の
問
い
に
興
味
を
示

す
こ
と
だ
。
本
当
の
学
び
は
、
そ
こ

か
ら
始
ま
る
。
教
科
書
に
書
か
れ
た

知
識
や
ス
キ
ル
も
確
か
に
大
切
だ
。

大
半
に
お
い
て
、
そ
の
た
め
の
優
れ

た
人
材
を
選
り
す
ぐ
る
と
い
う
役
割

を
担
わ
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
教
育
は

自
国
中
心
に
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
自
国

中
心
的
な
考
え
を
す
る
人
間
に
育
て

ら
れ
て
き
た
。
異
文
化
の
相
違
を
乗

り
越
え
、
地
球
を
健
全
な
も
の
に
取

り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
を

迎
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従

来
の
伝
統
的
な
学
校
は
、
問
題
解
決

の
方
途
を
持
た
な
い
ど
こ
ろ
か
、
む

し
ろ
、
そ
の
問
題
を
生
み
出
す
こ
と

に
貢
献
し
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
は
い
え
、
人
類
の
未
来
を
切
り

拓
く
鍵
は
、
人
間
形
成
以
外
に
は
な

い
。
私
た
ち
お
と
な
が
、
古
い
学
校

の
因
習
か
ら
解
き
放
た
れ
、
地
球
規

模
で
の
健
全
な
社
会
の
建
設
を
見
据

え
て
、
も
う
一
度
新
た
な
人
材
形
成

に
と
り
く
む
以
外
に
、
明
る
い
未
来

を
開
く
鍵
は
な
い
。

ま
し
て
や
人
類
の
住
処
で
あ
る
地
球

の
自
然
は
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
い

ま
で
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

学
校
は
、
教
育
者
は
、
こ
の
社
会
で

こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち

の
人
間
形
成
に
ど
う
関
わ
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
。

　
近
代
の
公
教
育
制
度
は
、
産
業
化

と
共
に
発
展
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、

国
家
制
度
と
し
て
他
国
を
凌
ぐ
国
力

増
進
を
め
ざ
し
た
も
の
で
、
学
校
は

で
も
、
も
っ
と
大
切
な
の
は
、
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
が
、
自
分
の
内
側

か
ら
生
ま
れ
た
本
当
の
問
い
を
持
ち
、

そ
れ
と
向
き
合
い
、
探
求
し
続
け
る

力
な
の
だ
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
お

互
い
が
忌
憚
な
く
対
話
し
、
意
味
の

あ
る
協
働
を
す
る
機
会
を
持
た
せ
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
遊
び
や

祝
い
事
を
通
し
て
、
お
互
い
の
信
頼

感
情
を
日
常
的
に
醸
成
し
て
お
く
こ

と
も
大
切
だ
。

　
何
よ
り
重
要
な
の
は
、
教
員
自
身

が
、
自
分
を
知
り
、
他
者
と
と
も
に

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
の
建
設
に

関
わ
り
、
ホ
ン
モ
ノ
の
世
界
の
中
で

学
び
、
社
会
の
諸
問
題
に
対
し
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
に
解
決
を
模
索
し
続
け

る
こ
と
だ
。
教
員
志
望
者
に
は
、
そ

う
し
た
「
地
球
市
民
」
の
生
き
方
を

実
践
し
、
子
ど
も
た
ち
の
模
範
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
も
ら
い

た
い
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
が
、
問
題
山
積
の

も
の
で
あ
る
こ
と
に
困
惑
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
目
前
に
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
は
、
飽
く
こ
と
な
き
利
潤
追
及

の
産
業
競
争
の
結
果
、
文
化
相
違
と

貧
富
の
格
差
で
縦
横
に
分
断
さ
れ
、

る
い
と
期
待
し
て
い
た

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
現

実
の
も
の
に
な
っ
た
今
、

1955年生まれ。九州大学大学院博士課
程修了。専攻は比較教育学・社会学。
96年よりオランダ在住。翻訳、通訳、
執筆業の傍ら、オランダの教育および
社会事情に関する調査などを行う。日
本各地で講演活動を行うほか、オラン
ダで各種団体の視察企画に協力、日本
人向け教育研修も企画・実施。イラスト：岡田 丈

撮影協力：青山学院大学
「EDUPONT（エデュポン）」は、「Education（＝教育）」と「Pont（＝仏語で「橋」の意）」からの造語で、
教育と社会、学生と教育現場をつなぐ「架け橋」となることをめざして命名されました。
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「頻繁に耳にするけど実はよくわからない」
そんな教育問題をわかりやすく解説。

  今回は、「特別支援教育」を取り上げます。

　
特
別
支
援
教
育
は
、「
特
別
支
援

学
校
」「
特
別
支
援
学
級
」「
通
級
に

よ
る
指
導
」
の
3
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
支
援
学
校
は
、
主
に
障
害
の

程
度
が
重
か
っ
た
り
、
複
数
の
障
害

を
併
せ
持
っ
た
り
し
て
い
る
子
ど
も

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
支
援
学
級
は
小
中
学
校
に
設

置
さ
れ
、
主
に
障
害
の
程
度
が
軽
か

っ
た
り
、
言
語
障
害
、
自
閉
症
な
ど

の
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
通
級
に
よ
る
指
導
は
、
情
緒
障
害
、

自
閉
症
、
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）、
注

意
欠
陥
多
動
性
障
害
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）

な
ど
の
子
ど
も
が
、
通
常
の
学
級
に

在
籍
し
な
が
ら
、
週
に
1
～
8
時
間

程
度
、
特
別
の
指
導
を
受
け
る
形
態

で
す
。

　
12
年
に
実
施
し
た
文
科
省
の
調
査

で
は
、
小
中
学
校
の
通
常
学
級
に
在

籍
し
、「
学
習
面
又
は
行
動
面
で
著

し
い
困
難
を
示
す
」
子
ど
も
の
割
合

は
6
・
5
％
で
、
98
年
調
査
時
の
4

％
程
度
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

40
人
学
級
で
3
人
程
度
の
子
ど
も
が

発
達
に
課
題
が
あ
る
計
算
で
す
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
18
年
よ
り

高
校
に
お
い
て
も
、
通
級
に
よ
る
指

導
が
可
能
と
な
る
な
ど
発
達
障
害
へ

の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
支
援
学
校
の
対
象
と
す
る
障

害
の
程
度
は
学
校
教
育
法
施
行
令
22

条
3
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
就

学
基
準
に
基
づ
い
て
子
ど
も
の
就
学

先
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

就
学
時
健
康
診
断
の
際
に
障
害
が
あ

る
と
さ
れ
た
子
ど
も
は
、
就
学
基
準

に
該
当
す
る
場
合
に
特
別
支
援
学
校
、

そ
う
で
な
い
場
合
に
特
別
支
援
学
級

か
通
級
指
導
と
い
う
よ
う
に
、
一
律

に
決
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
12
年
に
出
さ
れ
た
中
教

審
報
告
を
踏
ま
え
、
就
学
先
決
定
の

仕
組
み
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
従
来

の
仕
組
み
を
改
め
、
障
害
の
状
態
、

本
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
、
本
人
・
保

護
者
の
意
見
、
専
門
的
見
地
か
ら
の

意
見
、
学
校
や
地
域
の
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
て
就
学
支
援
委
員
会
が
総
合

的
判
断
を
し
、
本
人
・
保
護
者
の
意

見
を
最
大
限
尊
重
し
た
上
で
、
最
終

的
に
市
町
村
教
育
委
員
会
が
決
定
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
変
更
に
よ
り
、
例
え
ば
、
就

学
基
準
に
該
当
す
る
視
覚
障
害
者
で
、

従
来
で
あ
れ
ば
特
別
支
援
学
校
に
就

学
し
て
い
た
子
ど
も
も
、
本
人
と
保

護
者
が
希
望
す
れ
ば
地
域
の
小
中
学

校
へ
の
入
学
を
許
可
す
る
な
ど
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　
14
年
に
日
本
も
「
障
害
者
権
利
条

約
」
を
批
准
し
ま
し
た
。
条
約
の
理

念
に
基
づ
き
、
共
生
共
学
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
16
年

4
月
施
行
の「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

に
よ
り
、
公
立
学
校
を
含
む
国
・
地

方
公
共
団
体
に
「
合
理
的
配
慮
」
の

提
供
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
段

差
に
携
帯
ス
ロ
ー
プ
を
渡
す
、
筆

談
・
手
話
な
ど
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
手
段
を
用
い
る
な
ど
、
本
人
・

保
護
者
と
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、

そ
の
内
容
を
変
更
・
調
整
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
共
生
社
会
に
向
け
て
、
当
事
者
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

体
制
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

明
星
大
学
教
育
学
部
長
。
1
9
7
6
年
に
文
部

省
（
現
文
部
科
学
省
）
入
省
、
大
臣
官
房
審
議

官
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
な
ど
を
歴
任
。

2
0
0
9
年
よ
り
明
星
大
学
教
授
、
東
京
学
芸

大
学
客
員
教
授
。

イラスト：ワタナベケンイチ

障
害
、
肢
体
不
自
由
、
病
弱
・
身
体

虚
弱
の
主
に
5
種
類
に
分
け
た
上
で
、

障
害
の
種
類
と
程
度
に
応
じ
て
、
重

い
障
害
の
子
ど
も
は
盲
・
聾
・
養
護

学
校
で
、
障
害
の
軽
い
子
ど
も
は
小

中
学
校
の
特
殊
学
級
で
、
手
厚
く
き

め
細
か
な
教
育
を
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ

れ
て
、
特
殊
教
育
の
考
え
方
に
綻
び

が
生
じ
て
き
ま
し
た
。
一
点
目
に
、

複
数
の
障
害
を
併
せ
持
つ
（
重
複
障

害
）
子
ど
も
の
増
加
に
よ
っ
て
、
障

害
種
ご
と
に
教
育
の
場
を
設
定
す
る

シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
機
能
し
な
く
な

っ
た
こ
と
、
二
点
目
に
、
発
達
障
害

な
ど
障
害
の
概
念
や
範
囲
が
大
き
く

変
化
す
る
中
で
、
小
中
学
校
の
通
常

学
級
に
在
籍
し
、
か
つ
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
対

応
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
06
年
の
国
連
総
会
で
採
択

さ
れ
た
「
障
害
者
権
利
条
約
」
で
は
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
共
に
学
ぶ
「
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
の
理
念
が
重

要
だ
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
06
年
に
学

校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、
07
年
よ
り

「
特
別
支
援
教
育
」
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
従
来
の
特
殊
教
育
の
考
え
方

を
改
め
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
た
教
育
の
場
を
設
定

し
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
生
活
や

学
習
上
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
の

適
切
な
指
導
や
必
要
な
支
援
を
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

盲
・
聾
・
養
護
学
校
は
「
特
別
支
援

学
校
」
に
一
本
化
さ
れ
、
一
つ
の
学

校
で
複
数
の
障
害
種
に
対
応
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
支
援
教
育
は

い
つ
か
ら
あ
る
の
?

　
戦
後
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
教

育
は
、
1
9
4
7
年
の
学
校
教
育
法

で
示
さ
れ
た
「
特
殊
教
育
」
構
想
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
障

害
を
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、
知
的

障害のある児童・生徒の就学先決定の流れ

就
学
先
は
ど
う

決
ま
る
の
?

「
合
理
的
配
慮
」

と
は
?

特
別
支
援
教
育
の

種
類
と
対
象
は
?
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牟田愛梨さん（青山学院大学教育人間
科学部教育学科4年）❶リップクリー
ム、ハンドクリーム ❷ピアノが弾け
る器楽室 ❸大学の先生に言われた「努
力で夢が必ず叶うわけではないが、努
力しない限り夢は叶わない」 ❹どんな
ときも笑顔で、楽しい授業をする自分

田倉直哉さん（青山学院大学教育人間
科学部教育学科4年） ❶ペン字練習帳
❷いつでも温かく迎えてくれる教育
学科の合同研究室 ❸高校の世界史の
先生に言われた「歴史は当時の人を想
像すること」。暗記科目との認識が180
度変わった ❹家庭をもっていたい

善方萌子さん（青山学院大学教育人間
科学部教育学科3年） ❶スケジュール
帳 ❷11号館の静かなラウンジ ❸高校
の先生に言われた「勝負事には勝たな
きゃいけない（その意気でやればどん
な結果でも後悔はしない）」 ❹子育て
か仕事、どちらかで充実していたい

小泉達也さん（日本大学文理学部教育
学科4年） ❶電子辞書、教採用の勉強
道具 ❷学科の学生室。教育関係の本
がたくさんある ❸高校の先生に言わ
れた「大学で多くを吸収してさらに大
きく成長しなさい」 ❹地域と連携し一
人でも多くの不登校生徒を救える教員

栗原拓也さん（青山学院大学教育人間
科学部教育学科4年）❶折りたたみ傘 
❷図書館の窓際 ❸高校の野球部のコ
ーチの言葉。選択の基準について「損
得じゃなく、善悪で生きろ」 ❹子ども
たちに「自分も先生になりたい」と思
ってもらえるような教員

林省吾さん（日本大学文理学部教育学
科3年）❶骨折中のため、松葉杖と保
険証・診察券 ❷図書館 ❸執刀医の

「折れた骨は完全には元に戻らない」
との言葉。事実との向き合い方が大切
だと思った ❹受け持った生徒が外国
語の学習を好きになれるような教員

小山利加子さん（青山学院大学教育人
間科学部教育学科4年）❶ウォークマ
ン ❷ハンドベル演奏で出演する大学
礼拝堂 ❸小学校の担任に言われた「や
ればできる！」。みんなを励まし、サ
ポートしてくれた ❹子どものSOSを
見過ごさない、誠実で明るい教員

添田啓太さん（日本大学文理学部教育
学科4年）❶手帳とモバイルバッテリ
ー ❷図書館の角の机 ❸中学の時の先
生が常々言っていた「何をすべきか常
に考え、気づいたら最も良いと思う行
動をしなさい」 ❹どんな仕事に就いて
いても、周りから信頼されている人

山下智幹さん（日本大学文理学部教育
学科3年）❶絆創膏 ❷新本館1階の自
習スペース。適度にガヤガヤしている
方が集中できる ❸中学の時の担任に
言われた「教員に向いている。良い教
員になれるまで努力を怠るな」 ❹教員
になり、家庭と仕事を両立していたい

※学年は取材時のもの

❶ いつも持ち歩いているものはなんですか?
❷ 大学構内でお気に入りの場所を教えてください。
❸ 今でも覚えている先生（家族、友人、恋人等）の言葉は?
❹ 10年後どんな自分になっていたいですか?

シンポジウム
「学校の働き方改革の実現を」
日時：2018年6月1日（金）18：30～20：30
場所：プレスセンターホール

（東京都千代田区内幸町2-2-1）
主催：
教職員の働き方改革推進プロジェクト
後援：
日本労働組合総連合会
全国過労死を考える家族の会

（一社）社会応援ネットワーク 他

2017年に開催されたシンポジウム「教職員の働き方を考える
～学校にも働き方改革の風を～」（主催：教職員の働き方改
革推進プロジェクト、社会応援ネットワーク）の様子

編集部が注目する教育業界の活動や教育関連書籍を紹介します。

　今号の特集で取り上げた
「教育実習」は、教職をめ
ざす学生ならば誰もが通る
道ですが、実習前は色々と
不安が出てくるもの。安心
して教育実習に臨めるよう、
基礎的な事柄をまとめたハ
ンドブックの新版が2018年
4月に発売されました。新
学習指導要領にも対応し、
教職課程の学生をサポート
します。実習前にやってお
くことから実習後の対応ま
での流れをポイントごとに
分かりやすく示すとともに、観察実習（授業参観）で見
るべきポイントや学習指導案の作り方など、教育実習生
が持つ具体的な疑問に答えてくれます。シリーズの『介
護等体験安心ハンドブック』も同時発売。

　2018年6月1日（金）18時30分より、
東京・千代田区の「日本プレスセン
ターホール」にてシンポジウム「学
校の働き方改革の実現を」が開催さ
れます。主催する「教職員の働き方
改革推進プロジェクト」は、17年4
月以来、教職員の時間外労働に上限
規制を設けるべくインターネットや
紙面による署名活動にとりくみ、18
年1月にはこれまで集めた約50万人
分の署名用紙を文部科学省および厚
生労働省に提出しました。
　こうした動きの中、17年6月、教
職員の長時間勤務の是正に向け、中
教審「学校における働き方改革特別
部会」が発足。同年8月の「緊急提言」、
12月の「中間まとめ」では、長時間
勤務を是正する上で重要なのは、勤
務時間管理に係る制度的な方策の見
直しであると示されました。
　本シンポジウムでは、教職員や保
護者、教育関係者の具体的な意見を
交えながら、「学校の働き方改革」を

社会全体の課題ととらえ、推進して
いくための道筋を探ります。
　教職をめざす学生のみなさんも、
ぜひ会場に足を運び、自分たちの進
む学校現場の状況についての議論を
聴いてみてはいかがでしょうか。
　入場無料。お申し込みは以下のホ
ームページまたは二次元コードより。

お申し込み：
「教職員の働き方改革
推進プロジェクト」の
Webサイトより申し込
みフォームにアクセス

『よくわかる教職シリーズ   
 教育実習
 安心ハンドブック』
小山茂喜 編著／学事出版 刊

または以下の二次元コードからお申し込みください。み
なさんのご応募をお待ちしています。

　EDUPONTを読んだ感想や取り上げて欲しい内容など、
みなさんのご意見をお聞かせください。編集部まで声を
お寄せいただいた方の中から、『よくわかる教職シリー
ズ　教育実習安心ハンドブック』（学事出版）をプレゼ
ントします。EDUPONTのFacebookページ内のご案内、

教職員の働き方改革推進プロジェクト 検索
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銀行 1 振込額 銀行 2 振込額 銀行 3 振込
178,842 0 0

差引支給額
178,842

平成 30 年4 月分 会社名 株式会社 
給料明細書 部門-所属 0000 社員番号 000-00-0000 氏名  応援太郎 殿

勤
怠

勤務日数 年休日数 特休日数 欠勤 遅早時間 超勤時間 休日時間 深夜時間
20 0 0 0 0 15 0 0

支
給

基本給 職務手当 役職手当 家族手当 住宅手当 時間外手当 課税交通費 非課税交通費 総支給額計
205,000 10,000　　 0 0 0 24,023 0 17,930 256,953

控
除

法定控除 健康保険料 厚生年金保険料 雇用保険料 社会保険料計 所得税 住民税 法定控除額計
11,952 21,393 956 34,301 4,910 15,400 54,611

内部控除 共済会費 年金保険料 損害保険料 組合費 財形貯蓄 内部控除計 控除額計
500 0 0 3000 20,000 23,500 78,111

メーカー勤務
SE／2年目

出版社勤務
営業／4年目

給与
大学卒・大学院卒 
月給20万5000円 
短大・専門学校卒 
月給17万5000円 

諸手当	
超過勤務手当、子ども手当、
通勤手当、地域手当等

保険	
健康保険、厚生年金保険、
労災保険、雇用保険 等

福利厚生
財形貯蓄、企業年金基金、
従業員貸付制度 等

東京学芸大学教育学部
名誉教授。博士（学術）。
附属小金井小学校校長、
理事・副学長、教員養
成カリキュラム開発研
究センター長などを経
て、現職。専門は家庭
科教育学。

項目は大きく3種に分か
れます。勤怠は、一カ月
の勤務実績。給与計算の
根拠となります。支給は、
会社から支払われるお金

の明細です。控除は、給
与支給時に会社が天引き
する項目のこと。税金や
社会保険料は「法定控除」
といいます。健康保険料

や厚生年金保険料は会社
と従業員が半分ずつ負担
します。その他、財形貯
蓄などは各企業により対
応が異なります。

労働基準法により、原則
一日8時間・週40時間の

「法定労働時間」を超え
た場合は時間外手当とし
て規定された率の割増賃

金が支給されます。さら
に休日や深夜の時間外労
働は割増率がアップ。裁
量労働制などの場合には
不適用のことも。

基本給に、各手当が加算
され（職務手当など）、控
除の合計額が差し引かれ
たものが実際の手取りと
なります。給与明細では

差引支給額が該当します。
また、企業の採用情報に
記載される月給は基本給
に各手当を含む場合もあ
ります。

一緒に
考えていきましょう

社会に出た後が
漠然と不安です

　

財
形
貯
蓄
と
は
、
従
業
員
の
資

産
形
成
を
支
援
す
る
た
め
に
、
会

社
が
金
融
機
関
と
連
携
し
て
給
与

や
賞
与
か
ら
一
定
額
を
天
引
き
し

て
貯
蓄
し
て
く
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

私
は
入
社
時
に
会
社
の
先
輩
に

勧
め
ら
れ
て
、
な
ん
と
な
く
始
め

ま
し
た
。
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
の
で
、
無
意
識
の
う
ち

に
コ
ツ
コ
ツ
と
貯
金
で
き
ま
す
。

会
社
に
よ
っ
て
は
貯
蓄
額
の
数
%

が
奨
励
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
の

で
、
銀
行
口
座
に
預
け
て
お
く
よ

り
も
お
得
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
会
社
に
よ
っ
て
引
き

出
し
の
方
法
が
異
な
る
の
で
、
制

度
を
よ
く
確
認
し
て
無
理
の
な
い

金
額
か
ら
始
め
る
と
良
い
で
す
。

　

社
会
人
2
年
目
の
6
月
。
給
与

明
細
を
見
る
と
、
手
取
り
が
1
万

円
ほ
ど
下
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
し
た
。「
頑
張
っ
て
き
た

の
に
ど
う
し
て
!
」
と
や
る
せ
な

さ
を
感
じ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。

　
原
因
は
「
住
民
税
」。
住
民
税
は

前
年
の
1
月
〜
12
月
の
所
得
に
対

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
天
引
き
さ

れ
る
場
合
、
始
ま
る
の
は
2
年
目

の
6
月
。
突
然
の
「
痛
い
出
費
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
人
の
最
初
は
、
羽
振
り
が

よ
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
油
断
は

禁
物
で
す
。
来
た
る
「
住
民
税
シ

ョ
ッ
ク
」
に
、
早
い
段
階
か
ら
備

え
て
お
く
の
が
賢
明
で
す
。

税金、保険、貯金…。

社会人になったときの支出やリスクに備えるために、

給与明細でお金の流れをみてみよう。

問い合わせ先　
TEL: 03-3293-2048　URL: http://chuo.rokin.com/

＊このページは「中央ろうきん社会貢献基金」の協賛を受けて、
EDUPONT編集部が企画・製作しました。

＊この明細は実例を元にしたモデルです。

　
社
会
人
に
な
っ
て
初
め
て
の
給

与
明
細
を
見
て
、
額
面
と
手
取
り

の
差
に
驚
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

引
か
れ
た
お
金
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
ど
う
関
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
る

な
ど
、
リ
ス
ク
に
直
面
し
た
時
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、

生
活
保
護
や
社
会
保
険
制
度
な
ど

の
社
会
保
障
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
人
は
社
会
保
険
組
合
へ
の
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
社
は
、
従
業
員
の
給
与
か
ら
年

金
や
健
康
保
険
、
雇
用
保
険
な
ど

の
社
会
保
険
料
を
天
引
き
し
、
会

社
負
担
分
と
合
わ
せ
て
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た

こ
と
が
し
っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
経
営
基
盤
を
測
る

指
標
に
も
な
り
ま
す
。

　
年
金
は
、
65
歳
以
上
が
受
け
取

る
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
病

気
や
ケ
ガ
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神

疾
患
で
障
害
を
負
っ
た
り
、
親
が

亡
く
な
っ
た
り
し
た
際
に
受
給
で

き
る
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
若
者
に
と
っ
て
も
、

い
ざ
と
い
う
時
に
生
活
を
助
け
て

く
れ
る
重
要
な
仕
組
み
で
す
。

　
若
く
健
康
な
時
は
、「
貯
金
し
て

お
け
ば
大
丈
夫
」
と
思
い
が
ち
で

す
。
し
か
し
、「
人
生
百
年
時
代
」

の
今
、
退
職
後
も
何
十
年
と
生
き

る
の
で
す
。
想
定
外
の
リ
ス
ク
に

出
会
っ
た
時
、
個
人
の
力
だ
け
で

対
処
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
学
校
で
は
、
社
会
保
障

制
度
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
っ

た
子
ど
も
た
ち
を
目
に
し
ま
す
。

保
護
者
が
健
康
保
険
未
加
入
で
病

院
に
か
か
れ
ず
、
保
健
室
へ
薬
を

貰
い
に
来
た
り
、
授
業
で
使
う
教

材
を
用
意
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

子
ど
も
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
社
会
保
障
制
度
は
、
納
税
や
保

険
料
の
拠
出
に
よ
っ
て
、
誰
も
が

抱
え
る
リ
ス
ク
を
社
会
全
体
で
分

か
ち
助
け
合
う
、
相
互
扶
助
の
仕

組
み
な
の
で
す
。
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泳
ぐ
フ
ィ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
水
泳
は
個
人

競
技
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で

す
が
、
み
ん
な
で
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の

側
面
も
あ
り
ま
す
。
遠
泳
の
大
会

に
も
出
場
し
ま
し
た
が
、
遠
泳
は

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
船
で
選
手
に

並
走
し
て
、
励
ま
し
た
り
、
栄
養

補
給
の
た
め
の
氷
砂
糖
を
投
げ
渡

し
た
り
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
ん

―
今
後
の
目
標
は
?

　

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
リ
ポ
ー
ト
で
、

小
林
麻
耶
さ
ん
や
松
岡
修
造
さ
ん

の
よ
う
に
見
る
人
を
巻
き
込
ん
で

い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
の

仕
事
に
は
今
後
も
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
で
す
。
大
き
な
大
会
や
有

名
選
手
の
取
材
だ
け
で
な
く
、
大

会
に
向
け
て
努
力
し
、
悩
み
な
が

ら
も
成
長
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

の
姿
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
私
の
言
葉
は
「
感
覚
的
す

ぎ
て
伝
わ
ら
な
い
」
と
よ
く
お
叱

り
を
受
け
ま
す
。
生
放
送
で
は
端

的
に
物
事
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事

な
の
に
、
私
は
感
情
が
す
ぐ
に
口

に
出
て
し
ま
っ
て
。
終
わ
っ
た
後
、

流
れ
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
気
付

き
、
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
は
、
テ
レ
ビ
番
組

「
熱
闘
甲
子
園
」
で
母
校
・
大
阪

桐
蔭
高
校
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
回
の
録
画
を
観
ま
す
。
甲
子
園

球
場
は
、
高
校
生
の
時
、
母
校
の

応
援
に
行
き
、
初
め
て
テ
レ
ビ
の

生
中
継
現
場
に
出
会
っ
た
場
所
で

す
。「
い
つ
か
あ
ん
な
風
に
リ
ポ

ー
ト
し
た
い
」
と
、
こ
の
道
を
め

ざ
し
た
日
の
感
覚
が
よ
み
が
え
り
、

原
点
に
戻
れ
る
ん
で
す
。

で
す
。
一
人
だ
と
挫
け

そ
う
に
な
る
こ
と
も
、

仲
間
と
一
緒
だ
と
達
成

で
き
る
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

―
お
仕
事
で
苦
労
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
?

　

私
の
仕
事
の
基
本
だ

と
思
い
ま
す
が
、「
伝

え
る
」
こ
と
の
難
し
さ

に
日
々
、
直
面
し
て
い

岡副麻希さんキャスター

1992年生まれ、大阪府出身。
大学在学中の2014年から朝
の情報番組『めざましテレ
ビアクア』に現役女子大生
キャスターとしてレギュ
ラー出演。以降、『めざまし
テレビ』『めざましどようび』
のキャスターとして活躍。

―
大
阪
の
高
校
か
ら
東
京
の
大

学
に
進
ん
だ
の
で
す
ね
。

　

も
と
も
と
関
西
の
理
系
大
学
を

め
ざ
し
て
い
ま
し
た
が
、
物
理
が

苦
手
で
志
望
を
文
系
に
変
え
た
の

を
機
に
、
大
学
が
多
い
東
京
に
目

が
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
早
稲
田
大

学
を
見
学
し
た
後
、
大
雨
に
な
り
、

他
大
学
を
見
る
こ
と
な
く
大
阪
に

帰
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、

母
校
に
数
年
ぶ
り
に
早
稲
田
大
の

指
定
校
推
薦
枠
が
来
て
い
て
。

「
運
命
だ
」
と
感
じ
ま
し
た
。

―
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
学
び
ま
し
た
か
?

　

昔
か
ら
読
書
好
き
で
、
文
学
系

の
文
芸
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
系

に
進
み
ま
し
た
。
印
象
深
か
っ
た

の
は
、
海
外
の
戯
曲
を
翻
訳
す
る

演
習
で
、
自
分
た
ち
で
戯
曲
を
書

き
、
演
じ
る
と
い
う
期
末
課
題
で

す
。
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
一
つ
の
作
品
を
作
り
上
げ

る
過
程
を
経
験
で
き
た
こ
と
は
、

今
に
す
ご
く
生
き
て
い
ま
す
。

　

授
業
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
大
学

の
プ
ー
ル
に
い
ま
し
た
。
小
さ
い

頃
か
ら
競
泳
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
大
学
で
は
足
ひ
れ
を
つ
け
て

早稲田大学 文化構想学部
文芸・ジャーナリズム論系
2015年 卒業

142018 summer
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学生特派員

岡田龍
（埼玉大学大学院理工学研究科）

小島奈津子
（早稲田大学教育学部）

須藤やや
（千葉大学教育学部）

田村桃花
（同志社女子大学現代社会学部）

田盛七海
（安田女子大学教育学部）

原国光
（広島修道大学人文学部）

松木泰裕
（東京学芸大学大学院教育学研究科）
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